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る RMAを確立した。特に、正定値 RMAは 2段階 RMAに比べて、非常に簡便で適用範囲も広い
方法で、今後の普及が期待される。これらの研究成果は生物物理学、統計物理学、計算物理学にお
いて基礎的かつ重要な成果である。 
よって、本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
